
 

 

一社）日本育療学会第 24 回学術集会（オンライン開催）参加者マニュアル 

 

 

○ 日本育療学会を同時双方向型のオンラインで開催する意義 

日本育療学会は、主に病気のある子どもが充実した生活が営まれるようにするために研究・研

修とその成果の普及を行う学術団体です。入院する病気の子どもたちは、入院期間中に院内学級

や訪問教育による学習の保障がなされてきましたが、授業時数の制限や学籍移動等の課題も山

積していました。また、自宅療養中の子どもに対する教育保障も十分なされていないことがわか

っていました。2018 (平成 30) 年 9 月 20 日に文部科学省初等中等教育局長より、「小中学校

段階における病気療養児に対する同時双方向型授業配信を行った場合の指導要録上の出欠の取

扱い等について（通知）」が発出されたことにより、入院する子どもや自宅療養中の子どもが病

院や自宅にいながら、自身の在籍する通常の学級とインターネットをつながり、クラスメートや

教員と相互にコミュニケーションを取りながら学習できること、それが指導要録上の出席扱い

となることが示されました。さらに、2020 (令和 2) 年 5 月 15 日に文部科学省から発出され

た「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について (通知)」には、高等学校等に在

籍する病気療養児のメディア授業における単位取得数の制限の緩和を図ることが明記されまし

た。これらの通知とその運用は、病弱教育関係者にとって、病気の子どもの教育を保障する環境

が前進した大きな意義のあるものでした。 

しかし、今般の新型コロナウイルス感染症禍の影響で、病気療養児ではない通常の学級に在籍

する児童生徒においても同時双方向型授業配信が行われたり、多くの大学においてオンライン

授業が実施されたりする等、同時双方向的にオンラインで人々が繋がり、コミュニケーションす

ることが当たり前になる時代が一気に来ようとしています。それに伴い、病気の子どもの教育保

障の在り方もコロナ共生社会において一変することが予想されます。いままさに社会が変革し

ようとする過渡期に日本育療学会学術集会を同時双方向型のオンラインによって開催すること

は、本学会の存在意義にも大きく関わってくる局面だと考えます。 

以上を踏まえ、日本育療学会第 24 回学術集会は、日本育療学会会員の皆様が一堂に会する学

術集会を同時双方向型のオンラインにより開催いたします。これまで ICT 機器に苦手意識をも

たれ敬遠されていた皆様もいらっしゃるかと存じます。皆様が参加できるように、このマニュア

ルは、初心者向けに作成しています。この学術集会を機に同時双方向型のオンラインを体験し、

病気の子どもたちが充実した生活を営むことを支える手段の 1 つとしてご活用いただけると幸

いです。学会初の試みで至らぬ点も多々あるかと思いますが、皆様のご参加を実行委員一同、心

よりお待ちいたしております。 

 

 

 
一社)日本育療学会第 24 回学術集会実行委員会一同 
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○ マニュアルを読まれるにあたって 

このマニュアルは、Zoom を初めて使う方を念頭に作成されています。Zoom を使ったこと

がある方は、パソコンへの Zoom のインストールやアカウントの作成の手続きを改めて行う必

要はありません。パソコンの場合は、Zoom のインストールやアカウントがなくても招待され

ることで参加することが可能ですが、各種トラブルに備えて、全員にインストールとアカウント

の作成をお願いいたします。また、マニュアル作成時から Zoom のバージョンが更新されたり、

ホームページのレイアウトが変更されたりする場合があります。Zoom のバージョンが更新さ

れた場合は、メール配信等で情報提供しますので、各自で最新のバージョンアップをして学術集

会にご参加ください。ご不明なことがありましたら、お問合せ先にご連絡ください。 
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1. 同時双方向型のオンラインによる学術集会とは 

ICT 技術の発展により、離れた場所にいながらパソコンやスマートフォンを使って、様々なコ

ミュニケーションを行うことができるようになりました。その中でも、相手の顔を見ながらコミ

ュニケーションできる「同時双方向型」は、入院している子どもたちにとって、病室の外とつな

がる画期的な技術です。上述した通り、病気療養児に対する同時双方向型授業配信を行った場合

に出席扱いとする等、文部科学省もこの技術を活用した教育活動を積極的に進めようとしてい

ます。もう少しイメージしやすくすると、入院している子どもたちの病室と入院前に通っていた

学校のクラスとをインターネットでつなぎ、双方向的にコミュニケーションをとったり、クラス

内で先生が授業する様子を同じ時間に一緒に受けることができたりします。本学術集会はこの

技術を応用して開催しようと考えています。同時双方向型のオンラインに使うアプリはいくつ

かの種類がありますが、本学術集会では、Zoom（ズーム）というアプリを使用します。パソコ

ンやスマートフォンを使って、インターネットを介したテレビ電話で同時に多くの人をつなぐ

ことができるようなツールと考えてください (最大人数は制限があります)。 

 Zoom には、主催者と参加者の 2 つの役割があります。学術集会に参加される皆さんが参加

者の役割、学術集会実行委員が主催者の役割を担います。ここでは参加者の立場で学術集会に参

加するまでと研究発表の方法に関するマニュアルを記載しています。参加者の皆様には、主催者 

(実行委員) から事前参加登録をされた皆様にメールを配信し、その中に書かれた「招待 URL」

をクリックすることで、同時双方向型のオンラインによる学術集会に参加することができます。

このマニュアルに書かれた準備物とアプリのインストール、操作方法を学術集会までに理解す

れば、簡単にオンライン学術集会に参加することができます。実行委員がサポートしますので、

安心して事前参加登録をしてください。 

 

2. 準備物 

下記の通り、パソコンとインターネット環境を各自でご準備ください。 

 

(1) パソコン 

 →ノートパソコン、デスクトップパソコン、タブレット、スマートフォンのいずれか 

 ※ ノートパソコン、又は、デスクトップパソコンを推奨します。 

 ※ デスクトップパソコンの場合、WEB カメラとマイク、スピーカーの準備が必要です。 

 ※ 古いノートパソコンを使用される場合、WEBカメラ等が付いていない可能性があります。 

 ※ WEB カメラとは、自分の顔を画面上に映し、お互いに顔を合わせるためのもの。 

 ※ マイクとは、自分の声を相手に届けるためのもの。 

 ※ スピーカーとは、相手の声を聴くために必要なもの。ヘッドセットやイヤフォン等も可。 

 

(2) インターネット環境 

 →自宅や職場のインターネット回線 (有線、無線を問わない)、携帯型のモバイルルーターの

Wi-Fi、4G・5G 回線（スマートフォンのみ）のいずれか 

 ※ 通信制限の可能性があるため、自宅や職場のインターネット回線を推奨します。 
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3. パソコンへ Zoom をインストール（2020 年 6 月 15 日現在 バージョン 5.1.0） 

(1) Zoom の Web サイト (http://zoom.us) の最下部にあるダウンロードをクリック 

 
 

(2) 表示された画面の「ミーティング用」Zoom クライアントの「ダウンロード」をクリック 

 

(3) ダウンロードされたファイルをダブルクリックすると、インストールが始まります。 

 

(4) ダウンロード完了後、サインイン画面(左)が表示されたら、アプリインストールが完了です。 

     デスクトップ上に Zoom のアイコンが表示されます。 

ダブルクリックで 

インストールが開始します。 

http://zoom.us/
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4. Zoom アカウントの作成方法 

(1) Zoom の Web サイト (http://zoom.us) の上部にある「サインアップは無料です」をクリック 

 

 

(2) 「仕事用メールアドレス」と書かれたところにメールアドレスを入力して、「サインアップ」

と書かれたボタンをクリックします。入力したメールアドレスに Zoom からメールが届き

ます。 

 

 

(3) メール本文内の「アクティブなアカウント」をクリックします。 

 

 

(4) 下記のページが表示されるので、氏名とパスワード（任意）を入力してください。入力後、

「続ける」をクリックすると、「仲間を増やしましょう」というページが表示されますが、右下

にある「手順をスキップ」をクリックしてください。 

 

http://zoom.us/
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(5) 「テストミーティングを開始」というページが表示されたら、アカウントを作成することが

できました。「Zoom ミーティングを今すぐ開始」をクリックしてください。 

 
 

(6) 画面上部に「http://zoom.us では、このアプリケーションを開くことを要求しています。」

と表示されるので、「開く」をクリックします。 

 
(7) 事前にインストールした Zoom アプリが立ち上がります。立ち上がることを確認すれば、

右上の×印をクリックしてもらって結構です。 

 
(8) デスクトップ上の Zoom アプリアイコンをクリックすると、左のページが表示されます。

アプリとアカウントを同期させるため、「サインイン」をクリックしてください。すると、

右のページが表示されます。アカウント作成に使用したメールアドレスとパスワードを入

力し、「サインイン」をクリックしてください。これで準備完了です。 

  

http://zoom.us/
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5. 事前参加登録とその後の流れ 

(1) 事前参加登録と参加費納入 

日本育療学会第 24 回学術集会 HP (https://ikuryo2020.wixsite.com/mysite) で事前参

加登録を行ってください。本学術集会は、当日参加を受け付けておりません。必ず、事前参

加登録をお済ませください。 

事前参加登録〆切 2020 年 8 月 24 日  参加費納入〆切 2020 年 8 月 31 日 

事前参加登録と参加費納入の両方が確認されると、9 月 1 日以降に実行委員会からその旨

をメールでお伝えします。9 月 11 日になっても届かない場合は、メールでお問合せくださ

い。 

 

(2) Zoom 招待メールの受信（1 回目） 

事前参加登録をし、参加費を納入した参加者宛に事前接続確認の会の Zoom の招待 URL を

事前参加登録時に使用したメールアドレスに配信します。配信は 9 月 28 日（月）18:00

頃の予定です。9 月 30 日なっても届かない場合は、メールでお問合せください。 

 

(3) 事前接続確認の会（希望者のみ） 

趣旨   Zoom による研修会等に参加したことがない方や操作に不安を覚える方のため

に、学術集会を開催する前に、事前に Zoom への参加や操作方法をレクチャー

し確認する機会を設けます。参加者全員が入室する必要はなく、希望者のみです。 

参加方法 9 月 28 日に配信されたメールにある招待 URL をクリックしてください。あと

は自動的に参加できます。 

日時   2020 年 10 月 4 日（日）10:00-12:00、又は、10 月 5 日（月）12:00-13:00 

     この時間帯の中で都合のいい時間にアクセスしてください。出入りは自由です。 

担当者  ホスト    永井祐也（大阪大学） 

     ヘルプデスク 上村弘子（岡山大学） 

 

(4) Zoom 招待メールの受信（2 回目） 

事前参加登録をし、参加費を納入した参加者宛に学術集会の Zoom の招待 URL を事前参加

登録時に使用したメールアドレスに配信します。配信は 10 月 16 日（金）18:00 頃の予

定です。10 月 18 日（日）になっても届かない場合は、メールでお問合せください。 

このメールには、抄録集の PDF ファイルを添付します。当日の資料としてご活用ください。 

 

(5) オンラインによる学術集会 

  参加方法 10 月 16 日に配信されたメールにある招待 URL をクリックしてください。 

  受付開始 2020 年 10 月 25 日（日）9:00 （開会は 9:30 です） 

URL からアクセスすると会場とは別の待機室に入ることができます。事前参加登録者かを受付担当者

に確認され、入室を許可されることで学術集会会場に入室することができます。開会直前の時間はアクセ

スが集中し、待ち時間が長くなることが予想されます。少し早めにアクセスいただけるとスムーズに入室

できます。詳細を次のページで説明します。 

https://ikuryo2020.wixsite.com/mysite
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6. オンライン学術集会入室までの流れ 

(1) 配信されたメールにある招待 URL をクリックすると、ビデオレビュー画面が自動で立ち上

がります。右下の「ビデオ付きで参加」もしくは「ビデオなしで参加」をクリックしてくだ

さい。 

 

 

(2) 以下のような画面 (左側) が表示されるので、しばらくお待ちください。実行委員に入室希

望者として連絡が入りますので、希望者と事前参加登録の名簿を照らし合わせて、参加の許可を

します。入室希望者の集中により、時間を要する可能性があります。予めご了承ください。 

 

(3) 実行委員に許可されると、下記の画面 (右側) が表示されます。「コンピューターでオーデ

ィオに参加」をクリックしてください。 

 

   
 

(4) 以下のような画面になれば、入室完了です。実際にはもっと大勢の方のお名前やお顔が見え

ることと思います。パソコンのスピーカーがオンになっているか確認して、お待ちください。 
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7. オンライン学術集会で守っていただきたいこと 

以下の内容は、事前接続会確認の会で説明・操作確認をしていただきます。ご不明なことがあ

りましたら、担当者にお尋ねください。 

(1) 表示名を「苗字・名前（所属）」に変更してください。例：育療 桃太郎（岡山大学） 

  苗字・名前は事前参加登録内容と一致させてください。一致しない場合、入室を許可するこ

とができません。所属の表示は任意といたします。 

(2) マイクは常時ミュートにしてください。 

(3) カメラのオン・オフは各自の判断に委ねます。 

(4) 講演・シンポジウム・研究発表時のご質問やご意見は、チャットへ書き込んでください。質

疑応答の時間には、その中から座長が代表して発表者に質問することとします。それ以外の

ご質問やご意見は研究発表者が後ほどご質問やご意見を確認し、発表者の判断で文書にて

回答します。 

(5) 学術集会は長時間に及ぶため、休憩時間以外にも、休息や水分補給などを各自で行ってくだ

さい。 

(6) 実行委員は、「実行委員 氏名（所属）」と表示して、学術集会に参加しています。オンライ

ン学術集会中にご不明な点がございましたら、実行委員に個別チャットでお問合せいただ

くか、第 24 回学術集会ヘルプデスクへお問い合わせください。 

(7) 実行委員から個別にチャットで連絡する場合があります。チャットをこまめにご確認くださ

い。何か連絡があった場合は、返信をお願いします。 

(8) 学術集会会期中の録音・録画は、個人情報や著作権等の保護の観点からお断りさせていただ

きます。 

 

 

※ 研究発表に関するマニュアルは別途ご参照ください。 
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8. 学術講演・研究発表の方法と注意事項 

第 24 回学術集会では、ポスター発表を廃止し、PowerPoint によるスライド提示による口

頭発表のみとします。Zoom の画面共有機能を用いることで、自身の PC に表示している画面

を学術集会参加者に同時共有することが可能となります。画面を共有しながら、PC (のマイク) 

に向かって話してもらうことで学術講演や研究発表（口頭）はもちろん、シンポジウムにおいて

も、対面でないこと以外、同様に実施することができます。ただし、例年の口頭発表に比べて気

をつけていただきたい注意事項がいくつかありますので、研究発表を予定される皆様は予めご

了解の上で研究発表を申し込んでください。 

 

(1) 発表スライドの事前チェックについて 

オンライン学術集会における学術講演・研究発表は公衆送信に該当するため、これまで以上に

発表内容を精選するとともに、著作権や研究倫理の順守が求められます。そのため、これまで実

行委員会が行ってきた抄録原稿の研究倫理やフォーマットのチェックに加えて、発表スライド

の事前チェックを行います。発表スライドの完成版を 10 月 12 日（月）までに提出していただ

きます。著作権や研究倫理の遵守の観点から必要に応じて修正を求めますので、ご対応ください。

なお、受理されないまま当日を迎えた場合は、公衆送信権を侵害する発表と見なし、発表を認め

ることができないことを予めご了承ください。 

特に気をつけていただきたいことは、インターネット上でダウンロードした画像の使用（使用

許可があるものを除く）が著作権の侵害に当たらないか、発表内容や写真が個人や団体を特定す

る情報の保護に努めているか、プライバシーの侵害に当たらないかといった研究倫理の遵守が

なされているかをチェックする予定です。 

 

(2) 発表中の動画提示について 

発表中に動画を提示することはできるだけご遠慮ください。動画は自身の PC 上では上手く

映っていても、学術集会参加者の PC で途切れ途切れに再生されるなどのトラブルが生じるこ

とがあります。どうしても動画による発表を希望される場合は、事前に実行委員会までご相談く

ださい。 

 

(3) 発表時のビデオ開始について 

学術集会当日の発表では、発表時にビデオをオンにして、発表者の顔が学術集会参加者に見え

る状態で発表してください。 

 

(4) Zoom における画面共有操作方法の確認について（研究発表する希望者のみ） 

 10 月 12 日（月）から 19 日（月）までの 1 週間、ご自身のスライドを Zoom で画面共有

する操作確認の機会を設けます。希望される方は、ご都合のよい時間帯を実行委員と調整します

ので、発表スライドの完成版をお送りする際にお問合せください。 
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9. 学術講演・研究発表のスライドを共有するための操作方法 

(1) 順番が来るまでに、発表する PowerPoint を開いた状態でお待ちください。発表の順番が

来たら、画面中央下側にある「画面共有」という緑のボタンをクリックしてください。 

 
 

(2) 共有する画面を選択し、共有ボタンを押してください。 

  ※ 共有したい画面が出ていない時は、発表する PowerPoint がパソコン上で開かれている

か確認してください。 

 
 

(3) PowerPoint 上でスライドショーの開始を押して、口頭発表を始めてください。 

 

(4) 質疑応答が終わりましたら、画面共有を停止してください。 

※ 停止が遅れる場合、実行委員が遠隔操作することがあります。 

 

 

 

10. お問い合わせ先 

ikuryo2020@gmail.com (第 24 回学術集会実行委員会、第 24 回学術集会ヘルプデスク共用) 

 

お電話でのお問合せには対応しておりません。予め、ご了承ください。 

 

mailto:ikuryo2020@gmail.com
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日本育療学会第 24 回学術集会 実行委員会 

 

【大会長】 

吉利 宗久 （岡山大学） 

 

【副大会長】 

  大竹 喜久 （岡山大学） 

  大守 伊織 （岡山大学） 

 

【事務局長】 

  上村 弘子 （岡山大学） 

 

【実行委員】 

津島 靖子 （就実大学） 

  笹川 拓也 （川崎医療福祉大学） 

  村上 理絵 （広島大学） 

  三好 祐也 （認定 NPO 法人ポケットサポート） 

  永井 祐也 （大阪大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------- 

一般社団法人日本育療学会第 24 回学術集会 （オンライン開催）参加者マニュアル 

      2020 年 6 月 30 日 発行 

 

発行者 日本育療学会第 24 回学術集会実行委員会 
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事務局 岡山大学教育学部  〒700-8530 岡山市北区津島中三丁目 1-1 

第 24 回学術集会のホームページ https://ikuryo2020.wixsite.com/mysite 

第 24 回学術集会の問い合わせ先 ikuryo2020@gmail.com  
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